
都市交通 MP フォローアップ委員会資料【坂出市】 

～拠点内周遊環境の向上と公共交通の利用促進について～ 
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１．拠点内周遊環境の向上の取組（循環バス）について 

（１）循環バス導入の経緯 

・公共交通空白地域の存在 

・市街地の施設への交通アクセスの不便さ 

 

 

 平成２２年２月 「坂出市地域公共交通活性化協議会」設立 

 

 平成２３年３月 「坂出市地域公共交通総合連携計画」策定 

 

 

 

 

 

 

 

（２）坂出市循環バス概要 

地区 
① 「東ルート」…JR坂出駅を起点として、市街地北東部・東部を循環 

② 「西ルート」…JR坂出駅を起点として、市街地北西部・南西部を循環 

 

運行開始 
平成 24 年 10 月 1 日～（１ルート運行） 

平成 26 年 10 月 1 日～（２ルート運行） 

運行形態 道路運送法第４条 

運行日 年中無休で運行  

運行時刻 

「東ルート」、「西ルート」ともに、JR 坂出駅を午前７時発の便を始発として 

40 分間隔（30分運行、10 分休憩）で、１日あたり平日 20便、休日 14 便。 

※平成 28年 10 月 1日から、運行便数を変更。 

利用料金 
１００円（「東ルート」「西ルート」間の乗換は同時刻の便に限り無料） 

（小学生未満は無料）（障がい者・免許返納者は半額） 

 

運行車両 低床小型ノンステップバス（乗務員を含む２９人乗り） 

利用資格 制限なし。車椅子も対応。 

停留所数 「東ルート」：２７箇所 ／ 「西ルート」：２４箇所 

乗り継ぎ 

（連絡する交通機関） 

（ＪＲ坂出駅） 

ＪＲ線、バス路線(王越線、島田・岡田線、瀬戸大橋線、市営瀬居線等)、 

デマンド型乗合タクシーに接続 

  

平成 24 年 10 月～ 

市街地循環バスの導入 

平成 23 年 10 月～ 

デマンド型乗合タクシーの導入・郊外路線バスの再編

による公共交通空白地域の解消 

資料４－８ 
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（３）利便性向上のための見直し 

①運行区域の拡大（２ルート化）Ｈ２６.１０～ 

市街地北東部・北西部・南部に運行区域を大幅に拡大し、２ルートで運行を開始 

 

※１ルート運行時のルート： 
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②運行便数の変更 Ｈ２８.１０～ 

通勤・通学の利便性向上のため、平日朝夕増便 

(コスト増を抑えるため、日祝日の朝夕減便) 

 

 

 

従来の時刻表 

(平日・日祝日共通) 
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（４）利用者数の推移 

 
※対象期間年度は補助事業年度 

 Ｈ25＝Ｈ24.10-Ｈ25.9／Ｈ26＝Ｈ25.10-Ｈ26.9／Ｈ27＝Ｈ26.10-Ｈ27.9 

 Ｈ28＝Ｈ27.10-Ｈ28.9／Ｈ29＝Ｈ28.10-Ｈ29.9 

 

 

（５）効果と課題 

≪循環バス導入の効果≫ 

○市街地のアクセス性向上 

  

○移動手段ができたことにより、市民の外出頻度が増え、市街地が活性化 

○ＪＲからの乗継で、市外の人も、坂出市街地の施設を利用できる 

 

≪課題≫ 

○利用促進面 

・利用者が安定して増加しているが、バスの乗車定員(乗客 28 名)からすると、 

 まだまだ少ない 

・市街地循環バスの利用者が増加している一方で、従来からの郊外部へ向かう幹線バスの

利用者は減少傾向にあり、一体となった利用促進が必要 

 交通計画の見直し検討の必要 

○費用面 

・均一運賃 100 円のため、収支率が低く、財政負担が大きい 

○交通事業者(主にタクシー事業者)への影響 

・市の補助事業が既存の交通事業者の営業を圧迫していないか  
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２．利用促進・モビリティマネジメントについて 

 バス事業者と協力して、各種利用促進を実施 

施策 内容 

公共交通マップ

の作成・改訂 

・「坂出市公共交通マップ」作成（市ホームページにも掲載） 

∟見て楽しい市内の全ての公共交通を網羅したマップを作成 

∟路線バスの情報だけでなく、駅周辺情報や観光情報も掲載 

∟２年おきに改訂予定 

定例イベント ・運行開始時の出発式 

∟運行開始時には、市長、市民建設委員会委員長、地元自治会長、幼

稚園・保育園の園児などが参加して出発式を開催 

・乗車○万人達成記念イベント 

∟通算乗車１万人、２万人、３万人、５万人、７万人、10 万人の達成

者には、記念品を贈呈 

子供向けイベン

ト・車内展示 

・車内での児童画展示 

∟循環バス車内に、１ヶ月交代で、市内幼稚園・保育園の園児が描い

た絵を展示 

・バス乗り方教室 

∟毎月、児童画を展示している幼稚園・保育園に循環バス車両が訪れ、

バスの乗り方について教える 

・車内バルーン展示 

∟ハロウィン・クリスマス等の際、不定期で循環バス車内にバルーン

アートを展示 

・乗車人数達成日当てクイズ 

 ∟通算乗車人数○万人の達成日を当てるクイズを実施 

地域のイベント ・第４土曜デー（７月） 

∟商店街のイベントに出展（循環バス乗り方教室） 

・産業展示交流フェア（１１月） 

∟駅前のイベントに出展（循環バス、路線バス） 

ノベルティグッ

ズ等作成 

・循環バス・デマンド型乗合タクシーのバッジ作成 

・循環バスペーパークラフト作成 

→イベント時等に子供に配布 

商店街との 

コラボ 

・循環バス回数券購入者に対して、商店街の発行の「通賢スタンプ」を

贈呈 

高齢者向け利用

促進 

・免許返納者の運賃半額措置(循環バス・路線バス) 
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